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宏

明

証
空
教
学

に
於
け
る
観
門
と
い
う
名
目
は
、
行
門

・
弘
願
と
と
も
に

行

・
観

・
弘
の
三
門
と
し
て
主
に
証
空
の

『
自
筆
御
紗
』
に
用
い
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。

(1
)

行
門
と
は
聖
道
諸
経
に
説
か
れ
る
八
万
四
千

の
法
門
で
あ
り
、
証
空

は
こ
の
行
門
の
位
を
以
て
凡
夫
の
往
生
は
到
底
望
め
な
い
こ
と
を
明
し

て
い
る
。

で
は
衆
生
の
往
生
は
何
に
よ
り
決
定
す
る
か
と
い
う
と
、
そ

れ
に

つ
き
説
か
れ
る
の
が
弘
願
で
あ
る
。
証
空
は
弥
陀
に
衆
生
の
往
生

(
2
)

を
決
定
す

る
特
別
の
願

の
あ
る
こ
と
を
明
し
、
そ
の
阿
弥
陀
仏
を
弘
願

の
体
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
阿
弥
陀
仏
に
つ
い
て
は
、
本
願
即

ち
、
四
十

八
願
中
、
特
に
第
十
八
願
を
重
く
見
て
弥
陀
の
十
却
正
覚
と

一
切
衆
生

の
往
生
の
同
時
成
就
を
説
い
て
い
る
。
故
に
、
凡
夫
の
修
す

べ
き
行
は
な
く
、
必
要
な
こ
と
は
仏
体
即
行
の
謂
れ
を
領
解
す
る
こ
と

で
あ
る
。

し
か
し
、
現
実
の
衆
生
は
罪
悪
生
死

・
煩
悩
具
足
の
凡
夫
で

あ
り
、
弥
陀
の
弘
願
に
よ
る
救
済
に
気
付

か
な

い
の
で
あ

る
。
そ
れ

故
、

こ
の
道
理
を
気
付
か
せ
る
役
目
の
観
門
が
あ
る
と
言
え
る
。

観
門
の

「観
」
の
字
で
あ
る
が
、
証
空
は

二
般
的
な
観
念

・
観
察
の

(
3
)

「
観
」
と
は
せ
ず
に
弘
願
を
顕
照
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
故
に
、
先

の
行
門
は
自
力
聖
道
門
の
修
行
の
位
と
し
て
は
捨
て
ら
れ
る
が
、
観
門

の
持

つ
弘
願

へ
の
調
機
誘
引
の
性
格
が
顕
れ
る
時
に
は
、

こ
れ
ら
自
力

修
行
は
弘
願

へ
帰
入
さ
せ
る
為
の
方
便
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
観
門
に
は

二
切
衆
生
を
し
て
弘

願
念
仏

へ
と
導

き
、

又
、
弘
願
を
顕
わ
す
働
き
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
衆
生
の
往
生
は

あ
く
ま
で
弘
願
が
決
定
す
る
の
で
あ
り
、
観
門
は
行
門
と
弘
願
の
間
に

位
置
す
る
論
理
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
観
門
の
論
理
は
天
台
の

三
権

一
実

の
論
理
に
通
じ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
即
ち
、
『
法
華
経
、

(
4
)

第

一
方
便
品
』
等
に
は
、
三
乗
を
権
方
便
の
教
え
、
真
実
は

一
乗
の
み

と
説
い
て
い
る
。

つ
ま
り
、
方
便

・
響
喩
は
衆
生
を
導
く
た
め
と
し
、

最
終
的
に
は
権
仮
方
便
を
開
き
真
実
を
顕
わ
す

こ
と
を

明
す

の
で
あ

る
。こ

の
よ
う
に
天
台
に
お
い
て
は
法
華
爾
前
の
諸
経
を
す
べ
て
権
仮
方

便

の
教
え
と
し
、

こ
の
方
便
説
は
仏
知
見
を
知
ら

し
め
る
た
め
と
し
て

法
華
円
教
の
真
実
た
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
り
、

こ
れ
は
証
空
の
説
く
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観
門
と
そ
の
論
理
構
造
を
と
も
に
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、
証
空
は
何
ゆ
え
に
こ
の
よ
う
な
難
解
な
論
理
を
展
開
さ
せ
た

か
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
は

「
時
代
的
要
因
」
「自
筆
御

紗
講

述
」
「
専
修
念
仏
弾
圧
」
の
三
点
を
考
え
た
い
。

第

一
に

「時
代
的
要
因
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
法
然
が
本
願
念
仏

を
唱
え
た
頃
は

「
保
元

・
平
治
の
乱
」
を
は
じ
め
と
す
る
戦
乱
の
絶
え

な
い
時
代
、

つ
ま
り
、
公
家
政
権
か
ら
武
家
政
権

へ
と
移
行
す
る
社
会

的
に
非
常

に
不
安
定
な
時
期
で
あ
り
、
又
、
天
災
や
飢
謹
の
続
発
で

一

般
民
衆
に
と

っ
て
も
生
命
の
先
行
き
不
安
な
頃
と
言
え
る
。

こ
れ
に
対

し
、
証
空
を
は
じ
め
と
す
る
法
然
門
下
の
頃
は
社
会
も

一
応
安
定

へ
と

向
い
、
法
然

の
頃
の
よ
う
な
臨
終
往
生
の
み
な
ら
ず
、
即
便
往
生
を
も

説
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

次
に

「
自
筆
御
紗
講
述
」
の
点
で
あ
る
が
、
『
自
筆
御
紗
』
に
は
開

講
日
及
び
、
場
所
か
と
思
わ
れ
る
日
付
と
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
江

(
5
)

戸

・
寛
文
年
間
、
空
覚
の
漢
文
体
観
門
義
の
内
、
『
般
舟
讃
観
門
義
紗
』

蹟
文
に
は

『
自
筆
御
紗
』
講
述
を
建
保
元
年
よ
り
元
仁
元
年
に
至
る
十

二
年
間
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に

つ
い
て
は
藤
原
幸
章
氏
が

「
大
谷
大

(6
)

学
蔵

・
四
帖
疏
仮
名
書
観
門
義
に

つ
い
て
」
の
中

で
、
『
自
筆

御
紗
』

講
述
は
具
疏
の
も
の
を
含
め
る
と
建
保
三
年
よ
り
嘉
録
二
年
ま
で
の
十

二
年
間
、

最
初
の

『
玄
義
分
自
筆
御
紗
』
の
開
講
年
時
を
建
保
三
年
五

月
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
法
然
滅
後
三
年
目
で
あ
る
。
又
、
日
付
と

と
も
に
付
さ
れ
た
地
名
に
つ
い
て
も
先
の
蹟
文
に
は
三
十
余
が
記
さ
れ

て
い
る
。
は
た
し
て
こ
れ
ら
の
地
を
証
空
が
訪
れ
た
か
に
つ
い
て
は
真

偽
を
確
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
今

こ
れ
を
事
実
と
す
る
と
証
空
は
い
か

な
る
目
的
で
こ
れ
ら
の
地
を
訪
れ
た
の
か
。
践
文

に
よ
れ
ば

「自
筆
御

紗
講
説
」
の
地
と
し
て
い
る
が
、
『
自
筆
御
紗
』
を
内
容
的
に
見
た
場

合
、
非
常
に
難
解
と
言
え
、

一
般
民
衆
を
対
象
と
し
た
単
な
る
布
教
書

と
は
考
え
に
く
い
。
又
、
付
さ
れ
る
日
付
は

一
応
問
題
な
い
に
し
て
も

講
説
場
所
が
転

々
と
す
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考

え
れ
ば
良
い
の
か
。

講
義
場
所
が
変
わ
れ
ば
受
講
者
が
証
空
と
と
も
に
移
動
し
な
い
限
り
講

義
分

一
部
の
み
を
聴
く
こ
と
に
な
り
無
意
味

で
あ

る
。
こ
れ

に
園

し

(
7
)

て
、
中
西
随
功
氏
は

「証
空
の
歴
史
的
位
置
」

の
中
で
法
然
滅
後

の
証

空
に
、
各
地
に
群
在
し
て
い
た
念
仏
集
団
統
制

の
必
要
を
説
か
れ
て
い

る
。

つ
ま
り
、

こ
れ
は
次
に
触
れ
る
念
仏
衆
弾
圧
に
も
関
係
す
る
が
、

こ
の
頃
、
念
仏
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
念
仏
聖
が
各
地
に
点
在
し
、
中

に
は
僧
に
あ
る
ま
じ
き
者
ま
で
が
現
わ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
故
に

『
自
筆
御
紗
』
は
こ
れ
ら
の
念
仏
集
団
の
統
制
を
は
か
り
、
法
然

の
教

義
を
継
承
し
念
仏
衆
の
指
針
と
す
る
た
め
に
記
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。第

三
に

「念
仏
衆
に
対
す
る
弾
圧
」

の
点
で
あ
る
。
周
知
の
ご
と
く

法
然
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
新
し
い
意
味
を
見

い
出
し
、
称
名
念
仏

一

行
に
よ
る
凡
夫
往
生
を
説
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
既
成
の

旧
仏
教
否
定
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
り
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
他
宗
よ

り
の
非
難
を
受
け
て
い
る
。
念
仏
集
団

へ
の
弾
圧
は
法
然
滅
後
ま
で
続

証
空
浄
土
教
学

に
於

け
る
観
門

の
研
究
 
(
高

城
)
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い
た
が
、
今

は
証
空
の

『
自
筆
御
紗
』
と
の
関
連
を
主
と
す
る
た
め
、

法
然
在
世
中

の
弾
圧
に
限
れ
ば
、
『
愚
管
抄
』
『
三
長
記
』

『
明
月
記
』

(8
)

『皇
帝
紀
抄
』
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
ら

の
資
料

か
ら
す

る

と
、
当
時
の
念
仏
停
止
の
訴
え
は
法
然

の
教
義
に
対
す
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
易
行
の
面
を
強
調
し
す
ぎ
た
こ
と
が
、
念
仏

衆
の
飛
躍
的
増
加
を
生
み
、
仏
教
徒
に
あ
る
ま
じ
き
所
行
を
な
す
も
の

ま
で
が
現
わ
れ
、
他
宗
か
ら
の
非
難
に
ま
で
至

っ
た
も
の
と
推
察
で
き

(9
)

よ
う
。
又
、
南
都
よ
り
出
さ
れ
た

『
興
福
寺
奏
状
』
で
は
、
法
然
の
称

名
念
仏
は
、
念
仏
の
中
で
も
粗
で
あ
り
浅
で
あ
る
と
の
非
難
を
受
け
て

い
る
。
そ
れ
ま
で
の
念
仏
は
観
念
中
心
で
あ
り
、
称
名

の
ご
と
き
は
観

念
に
耐
え
ざ

る
者
が
な
す
こ
と
と
さ
れ
る
所
謂
、
観
勝
称
劣
の
立
場
に

あ

っ
た
が
、

法
然
が
本
願
念
仏
を
提
唱
し

一
転
し
て
称
名
の
勝
れ
た
る

こ
と
を
述
べ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
ら
の
訴
え
も
尤
も
な

こ
と
で
あ

る
。法

然
は
学
識
に
富
み
、
実
に
す
ぐ
れ
た
念
仏
行
者
で
あ

っ
た
が
、
著

作
に
関
し
て
は
不
明
瞭
で
直
筆
と
さ
れ
る
文
書

も
多
く

は
現
存

し
な

い
。
そ
れ
故
、
門
下
に
と

っ
て
拠
り
所
と
な
る
も
の
は
法
然
か
ら
直
接

に
学
ん
だ
教
義
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
自
己
の
立
場
で
師
の
教
説
を

理
解
す
る
こ
と
を
も
意
味
し
、

こ
の
こ
と
が

『
自
筆
御
砂
』
講
述
に
も

至

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
に
加
え
、
師

・
法
然
の
念
仏
が
粗

か
つ
浅
な
る
も
の
と
の
非
難
に
対
し
師
承
の
法
門
を
権
威
づ
け
る
必
要

か
ら
も
天
台

の
論
理
を
応
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

1
 

日
本
大
蔵

経

89
巻
、

七
三
頁

上
。

日
本

大
蔵
経

89
巻
、

七
四
頁

下
。

2
 

日
本
大
蔵
経

89
巻
、

一
五
二
頁

下
。

3
 

日
本
大
蔵
経

89
巻
、

八
九
頁

下
。

4
 

大
正
蔵

9
巻
、

五
頁

下
。
同
七
頁
中
。

同

八
頁

上
。

な
ど
。

5
 

西
山
全
書

4
巻
、

一
四
〇
頁

上
。

6
 

大
谷
学
報

19
巻
、

第

2
号
。

7
 

西
山
学
報

30
号
。

8
 

大
日
本
史
料

承
元
元
年
。

9
 

大
日
本
仏
教
全
書

伽
巻
、

二
〇
六
頁
中
。

(西
山
浄
土
宗
教
学
研
究

所
)
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